
 

 

 

１．日  時：令和６年１０月２３日（水）１５：３０～１６：１０ 

 

２．場  所：広島合同庁舎２号館５階特別会議室 

 

３．出席委員：部会長 半井 健一郎 広島大学大学院先進理工系科学研究科教授 

       委 員 力石 真   広島大学大学院先進理工系科学研究科教授 

       委 員 前川 秀雅  弁護士 

委 員 尾崎 則篤  広島大学大学院先進理工系科学研究科准教授 

委 員 田中 聖三  広島工業大学工学部環境土木工学科准教授 

 

４．議事次第 

 添付資料のとおり 

 

５．審査対象業務・工事一覧 

  添付資料のとおり 

 

６．審議における主な意見の概要 

 

【業務審査】 

○個別説明  

〈令和６年度土師ダム太陽光発電実証実験検討業務〉 

・評価内容に関する質問あり 

→評価内容について回答 

 

審査対象業務について了承された。 

 

【工事審査】 

○開札後整理 

〈令和６年度安芸バイパス熊野川高架橋第３ＰＣ上部工事〉 

 ・特になし 

 

－以上－ 

中国地方整備局総合評価審査委員会 第一部会（第７回）開催結果の概要 



               日 時：令和６年１０月２３日（水）１５：３０～ 

場 所：広島合同庁舎２号館５階特別会議室 

 

令和６年度 中国地方整備局総合評価審査委員会 

第一部会（第７回） 
 

議 事 次 第 

 

 

１．開  会 

２．議  事 

【業務関係】 

１）審査対象業務の個別説明                      [資料－１]  

 

【工事関係】 

２) 開札後整理                      [資料－２] 

 

３．閉  会 
 

 

 

 

 次回（令和６年度 第８回）予定 

                     日 時：令和６年１１月２７日（水）１０：００～ 

場 所：合同庁舎２号館７階共用第５号会議室 



別紙－１

審査対象業務一覧表

◆特定・入札前審査　・・・・・・・・・・・・・・・・　１件

　(１)　プロポーザル方式・・・・・・・・・・・・　１件

【簡易公募型】

● 土木関係建設コンサルタント業務 令和６年度土師ダム太陽光発電実証実験検討業務
本業務は、再生可能エネルギーを最大限導入する取り組みとして、土師ダムの貯水池水面をフィールドとした太陽
光発電設置に必要となる発電ポテンシャルの算定、施設設計に向けた詳細検討、占用許可にあたっての許可条件
など技術的要件を整理したガイドライン（案）を作成するものである。

●重点審査案件

評　価　テ　ー　マ

多目的ダム貯水池における太陽光発電等工作物を
設置するにあたっての着眼点

業種種別 業　務　名 業　　務　　概　　要



◇プロポーザル方式（簡易公募型）　特定前審査業務一覧表　令和6年10月23日総合評価審査委員会(第一部会）

予定管理（主任）技術者

保
有
資
格

同
種
類
似
実
績

業
務
の
成
績

表
彰
の
有
無

C
P
D

与
条
件
と
の
整
合

着

眼

点

等

が

適

切

か

つ

論

理

的

説
得
力
が
あ
る

類
似
実
績
が
あ
る

1 ● 河川部

令和６年度土
師ダム太陽光
発電実証実験
検討業務

土木関係建
設コンサルタ
ント業務

本業務は、再生可能エネルギーを最大限導入する取り組
みとして、土師ダムの貯水池水面をフィールドとした太陽光
発電設置に必要となる発電ポテンシャルの算定、施設設計
に向けた詳細検討、占用許可にあたっての許可条件など
技術的要件を整理したガイドライン（案）を作成するもので
ある。

１０以上
８１未満

8月20日
簡易公募
型プロポー
ザル方式

5 10 - 30 5 50 5 10 30 5 50
適
否
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多目的ダム貯水
池における太陽
光発電等工作物
を設置するにあ
たっての着眼点

14 14 12 12 52 100

技術提案書の特定における評価の配点（技術提案書）
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資格・実績 成績・表彰

小

計
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◆第7回　総合評価審査委員会　第一部会　報告対象工事一覧表

◆開札後整理　1件
【技術提案評価型（Ｓ型）】（施工体制確認型）・・・・・・1件

～5者 6～10者 11者～

プレストレスト・コンクリート
橋梁上部工におけ
る生産性向上に関

する施工計画
○

　　　　橋梁付属物工1 式
　　　　コンクリート橋足場等設置工1 式
　　　　仮設工1 式
　　　橋梁下部1 式
　　　　ＲＣ橋脚工（P6,P7,P8） 1 式
　　　　橋梁付属物工1 式

94 -
橋梁上部工の品質・
耐久性向上に関する

施工計画
-令和６年度安芸

アキ

バイパス熊野川
クマノガワ

高架橋
コウカキョウ

第
ダイ

３ＰＣ上部
ジョウブ

工事

施工体制評価点
　　＋加算点の合計

（満点）

評価項目（技術提案）

総合的コスト縮減 工事目的物の性能・機能等 社会的要請への対応 生産性の向上
工事名

【　開札後整理　総括表　】

競争参加者数
工事概要工種

本工事は、一般国道２号安芸バイパスのうち広島県広島市安芸区
上瀬野町地内におけるＰＣ上部工事である。

【熊野川高架橋】ＰＣ４径間連続ラーメン箱桁橋　　L=３３４．０ｍ
　　　　　　　　（59.0m＋108.0m＋108.0m＋59.0m）
　工事延長　L=360ｍ
　　コンクリート橋上部１ 式
　　　工場製作工1 式
　　　工場製品輸送工1 式
　　　ＰＣ片持箱桁橋工1 式
　　　　PC片持箱桁製作工1 式
　　　　支承工1 式
　　　　架設工（片持架設） 1 式



◆第７回総合評価審査委員会　第一部会　開札後整理工事一覧
【技術提案評価型（Ｓ型）】（施工体制確認型）

④
ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ） コ） サ） シ） ス） セ） ソ） タ） チ） ツ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ク） ケ） ア）

評
価
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術
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Ｗ
Ｔ
Ｏ
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札
方
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業
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促
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型
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型

不
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実
な
行
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に
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け
る
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点
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目

評価項目
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算
点

評価項目
加
算
点

同
種
工
事
の
実
績

同
種
工
事
の
工
事
成
績

施
工
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況
に
お
け
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安
全
対
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評
定
点

工
事
成
績
優
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企
業
認
定
制
度

（
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ー

ル
ド
カ
ー
ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は
安
全
管

理
優
良
請
負
者
表
彰

下
請
企
業
の
表
彰
等

現
場
担
当
技
術
者
の
配
置
計
画

技
能
者
の
従
事
計
画

地
域
精
通
度
・
貢
献
度

地
元
企
業
活
用

品
質
管
理
・
環
境
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
　
　
　

シ
ス
テ
ム
の
取
り
組
み
状
況

新
技
術
導
入
促
進

（
Ⅰ

）
型

新
技
術
導
入
促
進

（
Ⅱ

）
型

週
休
2
日
履
行
実
績

週
休
2
日
実
施
宣
言

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
実
績

中
国
地
整
管
内
の
工
場
に
お
け
る
製
作

維
持
修
繕
工
事
等
の
受
注
実
績

同
種
工
事
の
実
績

同
種
工
事
の
工
事
成
績

若
手
技
術
者
の
配
置

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

 
安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）

　
　
　
　
　
　
の
取
り
組
み

女
性
技
術
者
活
用
促
進
型

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
実
績

設
計
照
査
技
術
者
の
配
置

賃
上
げ
の
実
施

- - --15.0 60.0 - - - -15.0 15.0 64.0

橋梁上
部工の
品質・耐
久性向
上に関
する施
工計画

45.0

橋梁上
部工に
おける
生産性
向上に
関する
施工計

画

技
術
提
案
評
価
型
（S
型
）

－ - - - - -- - - - - -- - - - -

②加算点

種
　
別

工　事　概　要

○ ○ 94.0 30.0
橋
梁

本工事は、一
般国道２号安
芸バイパスのう
ち広島県広島
市安芸区上瀬
野町地内にお
けるＰＣ上部工
事である。
工事延長　
L=360ｍ
【熊野川高架
橋】
ＰＣ４径間連続
ラーメン箱桁橋　
　L=３３４．０ｍ

橋梁の構
造体とし
て重要で
ある橋梁
上部工に
ついて、よ
り良い品
質を持っ
た構造体
とする事
が重要で
ある。

4 ○

一
般
競
争

-

工事の特性

（評価項目設
定の妥当性が
判断できる工
事内容や特性
をわかりやす
く記載するこ

と）

4.0 4.0

加
算
点
合
計
②

評価内容１ 評価内容２

賃上げの実施

合
　
計

工　　事　　名

本
官
・
分
任
官
別

工
事
種
別

令和６年度安芸
あき

バ

イパス熊野川
くまのがわ

高架
こうかきょ

橋
う

第３ＰＣ上部工事

本
官

P
C

－

ラ
ン
ク

備
　
　
考

技術提案 施工能力等

施
工
体
制
評
価
点
合
計
①

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

①技術提案

合
　
計

公
告
時
期

（
月

）

入札
方式

総合評価
方式

施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

①施工体制評価点

②企業の能力等 ③配置予定技術者の能力等

合
　
計

No.

事
務
所
名

区
　
　
分

局
担
当
課

審査対
象部会
（回）

1

広
島
国
道
事
務
所

道
路

道
路
工
事
課

12 ○ - - -




